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核酸分子(DNA、 RNA) は生命活動にとって必要不可欠の化合物である。この核酸分子、特に RNA 分子が機能を
発現する為には、特異的な立体構造をとることが重要である o RNA 分子の多くはまず一本鎖として発現される。各々
の分子は分子内または分子間でワトソンークリック型塩基対からなる二重らせん形成し、さらにそれらが特異的な配
置をとることにより三次元構造を形造る。また、構造形成の基本単位である二重らせん中には非ワトソンークリック





<C-U塩基対の結晶構造>RNA オリゴマ一、 r(UGAGCUUCGGCUC) は結晶中で 2 分子で逆平行の二重らせんを形



















晶中でも、溶液中でも形成されることを示し、その構造と物性を明らかにし t::. o このことは、今後核酸分子の高次構
造を予測、決定する際に重要な情報を与えるものであり、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるD
